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チーム医療としての看護師によるMRI造影剤静脈注射の取り組み

富樫 花織, 中村 智美



【目的】
　A 大学病院では、「看護師等による静脈注射基準」に
より造影剤はレベル３に分類されている。今回、チーム
医療の充実を目的に教育プログラムを整えた上で、看護
師による MRI 造影剤静脈注射業務に取り組んだ。これ
をチーム医療の視点から評価し、今後の課題を明らかに
したので報告する。

【方法】
１）期間：2013 年１月～５月
２）対象：A 大学病院の MRI 検査に従事する看護師 6
名　放射線科医師 11 名　診療放射線技師 4 名　計 21 名　
３）方法：細田の提唱するチーム医療の 4 要素「専門性
志向」「患者志向」「職種構成志向」「協働志向」を基に
独自に作成したアンケート調査
４）分析方法：チーム医療の 4 要素の充足・チーム医療
のアウトカムを評価する
５）倫理的配慮：参加は自由意思とし、不参加でも不利
益が生じないこと、得られた結果から個人を特定しない
ことを文書で説明し、同意を得た。

【結果】
１）MRIは3325件/5か月、うち造影検査は1288件であっ
た。
２）アンケートは 19 名（回収率 95％）から回答を得た。
３）チーム医療について：「専門性志向」「患者志向」「職
種構成志向」「協働志向」の 4 要素について「そう思う」

「少し思う」は 80％以上であった。
４）アウトカム評価について：「業務の効率化」「患者の
安全性」について「そう思う」「少し思う」は 89％であっ
た。全質問に対し「あまり思わない」「思わない」と回
答した職種構成は、看護師 86%、診療放射線技師 14％、
医師 0％であった。

【考察】
　チーム医療について細田は「4 つの要素が互いに相容
れない緊張関係にあったり、ひとつを充足させようとす
ると、もうひとつの充足は困難になったりすることに気
づく」1) と述べている。アンケートでは各要素で「そう
思う」「少し思う」が 80% 以上であったことからチーム
医療として各要素がバランスよく充足している。また、
アウトカム評価において、「そう思う」が 89% であった
要因として、看護師の役割拡大により医師の読影時間が
確保されたこと・看護師による検査前の問診や安全確認
の充実が挙げられる。今回の結果から、看護師による造
影剤静脈注射業務は、MRI に係わる職種間の円滑なコ
ミュニケーションを生み出し、各職種の専門性の向上に
より、患者の安全性と患者サービスの向上につながった。
今後は、教育プログラムを随時更新し継続教育の体制を
整え、チーム医療のリーダーとしての役割を担える看護
師の人材育成に取り組むことが課題である。

【結語】
１）看護師による造影剤静脈注射の取り組みにおいて、

チーム医療の 4 要素はバランスよく充足していた。
２）看護師による造影剤静脈注射業務はチーム医療を充

実させ、医療の質を高めた。
３）教育プログラムの更新・継続教育体制の整備・人材

育成が課題である。
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